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1. はじめに
現在､取り扱われるデータについても音楽
や､動画などデータ量の多いものが増えてき
ている｡そのような中で通信の効率化が大き
な課題になっている｡
通信を効率化する方法としてネットワー ク
コーディング(以降NC)がある【1】｡NCを用い
ることで､ネットワークの帯域の使用が少な
くすみ効率化することが可能になる｡
本研究では､参考文献【3】において述べられ
ているワイヤレスネットワークのブロー ドキ
ャスト性を利用した効率的な方法を参考に､
NCを使わない場合の通信と比べどの程度効
率化ができているのか､享た､どのようにNC
を用いればより効率的に通信を行うことがで
きるのかについて検討した｡
2. 実験
2.1.設定と定義
･データを発生させるノー ドを○で 表 し ､デ
ータノー ドと呼ぶ｡送信されたデータを保存
するバッファを持ち､NCを行うノー ドを口
で表し､バッファノードと呼び､各ノー ドを
図1の 様 に 接 続 す る｡
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･おのおののデータノー ドで発生したデータ
2つをバッファノー ドにて排他的論理和を用
いて1つのデータとして送信し､各々のノー
ドでデコー ドをする｡
･/ミッフアノー ドからデータノー ド､データ
ノー ドからバッファノー ド-のデータの送信
を1ステップとして数える｡
NCについてより詳しい解説は文献(2]を参
照されたいC
図1 各ノードの接続図1
2.2. 実験1
図1のような接続図で通信を行 う場合に､
バッファノー ドに貯めておくことのできるデ
ータ数によってどの程度ステップ数に変化が
あるかを調べる｡お互いに通信を行っている
データノー ド同士を1つのペアと定義 し､2
ペア､3ペア､4ペアの場合に､それぞれの
ステップ数の変化についてシミュレーション
を行った｡
今回の方法では､データをバッファノー ド
が受け取り､全てバッファにデータを蓄積さ
せた時点で､NC可能であれば､NCを行いデ
ータノードに送信する｡ペア以外のデータを
NCすると元のデータにデコー ドすることが
出来ないため､通信を行っているペア同士で
しかNCを行っていない｡また､バッファノ
ー ドにおいて､バッファに全てのデータが蓄
積され､空きが無く､NC できない場合は-
番古いデータを単独でデータノードに送信す
る｡また､10ステップ以上たっても送り出
されていないデータは､単独で送信こととす
るO
2.3.実験 1の結果
表1は 1000個のデータを処理し終えた時
点でのステップ数を表示している｡100回行
った平均を取っている｡
表1 実験 1の結 果
バッファの紀価牡 2ペア 3ペア 4ペア
ー 2000 2000 2000
2 1800 1857 1887
3 1679 1752 1798
4 1629 1683 1730
5 1607 1653 1694
6 1600 1642 1678
7 1597 1637 1673
8 1597 1636 1671
9 1595 1632 1666
どのペアでもバッファを増加させるとステ
ップ数が減少しているのがわかるOまた､ペ
ア数が増えるほどステップ数は悪化する傾向
になっている｡
2.4.実験 2
次に NCを行う機会を増やすために､ペア
以外のデータを NCできる様に､デコー ドを
行う中継器△を追加する (図2)a
図2 各ノー ドの接続図2
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中継器△は､デー タノー ドからバッファノー
ドにデー タを送るときにそのデー タを記憶し､
バッファノー ドでペア以外のNCを行いデー
タが送り返されて来たときに中継器に記憶し
てあったデータを使いデータをデコー ドし､
デー タノー ドにデー タを送る役割をになう｡
この場合､中継器にどのような方法でデー
タを記憶させるかが問題になる｡ここで以下
の2つの方法の比較を行う｡
方法1 各端末のデー タを指定の個数記憶
する｡
方法2 各端末のデー タの個数を指定せず､
古いデー タと新しいデータの入れ
替えを行う｡
以上の2つの方法について4つのペアでバッ
ファノー ドに記憶できる個数を4とし､100
個のデー タを処理するものとしたCここでは､
中継器でデコー ドできるかを確認し､可能な
場合のみ､NCを行った｡
結果を表3､表4として示す｡この表3､
4で示した中継器の記憶数とは図2で示した
接続図の2つの中継器の合計の記憶数となっ
ている｡例えば､記憶数8の場合は､左右の
中継器に4つずつデー タを記憶できる｡
2.5.実験2の結果
表2 方法1の結果
*#$0)ペア以外のNCNCを行え ペア以外のNC
記憶故 を啓みた回数なかった回数を行った回教
8 50,94 49.33. 一､61
16 48.49 44.31 4,18
24 43.64 36.71 6.93
表2で示した方法1では､ペア以外のNC
を試みた回数と､実際にペア以外のNCを
行った回数を比較した場合､中継器に記憶
-2呈-
できるデータ数がもっとも多い 24の時で
も16%程度 しか NCができていない｡
表 3 方法2の結果
中線単戯ペア以外のNC NCを行え ペア以外のNC
東森義 を駄みた回虫 なかった回赦 を行った画数
2 48.1 i3.ll 14.99
4 33.27 14.25 ･19.02
6 23,22 2.41 20.81
8 22←63 0.39 22.24
10 20.由 0.01 20.97
表 3で示 した方法2で同様の比較を行 うと､
中継器に記憶できるデータ数が10の時にほ
ぼ 100%NCが行えているのがわかる｡
この結果から中継器にデータを記憶 させる方
法としては方法2を採用する｡
次に､中継器に記憶 させるデータ数 とバ ッ
ファ数との組み合わせ方について考察 した｡
ペア数を2ペア､ 10ペア､20ペアとした
時､ステップ数の比較を行った｡ ここでは､
中継器に記憶できるデータ数 とバ ッファ数の
合計が 10､20, 30の 3つの場合を仮定
した｡
示すデータは､1000個のデータを処理 し終
えた時点でのステップ数で 100回行った平均
となっている｡その結果を図 3､図4､図 5
として示すO
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図 3 総データ 10の結果
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図4 総データ20の結果
図5 総データ30の結果
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図3､図4､図5から中継器に記憶される
データが少ないとペア以外に NCが行えず､
ステップ数が多くなるOまた､バ ッファに
記憶されるデータが少なくても NCが行え
ない｡そして､どのペア数の場合でも最適な
地点は同じような地点になっているのがわか
る｡また､ペア数によってステップ数の最適
な地点に差はほとんど生じなかった｡
3. まとめ
本稿ではNCを用いた場合に用いない場合と
比べ､どの程度ステップ数が減少するのかと､
より多くの NCを行うために､中継器を用い
てペア以外もNCを行う場合の方法に つ いて
シミュレー ションを用いて考察した｡
結果から中継器を用いたモデルではペ ア ご
とに最適な地点に変化はなく､中継器とバッ
ファの記憶できるデータ数の比が6対4の地
点がどのペア数の数字も比較的よい結果がで
た｡
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